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★ 第 151 回 日本社会分析学会例会プログラム ★
日程：2026 年 7 月 11 日（土）～12 日（日）

会場：島根大学松江キャンパス

（島根県松江市西川津町 1060） 

※両日とも対面とオンラインを組み合わせたハイブリッド方式での開催を予定しております。

※持ち時間は、S は 30 分（報告 20 分質疑 10 分）、L は 60 分（報告 30 分質疑 30 分）を基本としておりま

す。配布資料は 35 部程度ご準備ください。会場では報告にてプロジェクターが使えます。

※報告者の方は、オンライン配信時に共有可能な資料についてもご準備ください（事前に事務局までファイ

ルをご送付ください。形式は word でも PDF でも ppt でも、一般的なものであれば構いません）。

7 月 11 日（土） 
※自由報告部会は対面開催+オンライン配信です。オンライン配信は zoom で行いますので、参加される方は各自

ご準備をお願いいたします。なお、オンライン参加の方は、質問等がある場合はチャット機能でお願いいたしま

す（ただし全てのご質問に対応できるとは限らないことをご了承ください）。

理事会 （12:00～13:30） ※理事の先生方には後日ご出欠をお尋ねいたします。 

開  会  13:35 集会室 3・4（大学会館 2 階）＋オンライン 

自由報告部会Ⅰ （13:40～16:20）集会室 3・4（大学会館 2 階）＋オンライン 

※配信 URL は https://x.gd/e7YxN です。QR コードは→

1.「語られるエスニック・アイデンティティ──ある広東系神戸“華僑”の世代間生活史をもとに」(S)

  藤田 耕太朗（北九州市立大学大学院） 

2.「SNS フェミニズム言説の受容構造に関する予備的検討―日本・中国比較調査に基づく分析を中心に」

  屈 融（山口大学大学院） 

休憩（10 分） 

3.「社会学的生活構造論の問題意識をめぐって；

鈴木広氏の学説との対比で、大橋薫氏、倉沢進氏との延長にみる」(S)  山本 努（神戸学院大学） 

4.「ファッション／ライフスタイル誌の変容と利用メディアの分岐に関わる試論―『Ollie』を素材に」(S)

桑畑 洋一郎（山口大学） 

5.「社会関係資本としての関係基盤交差：都市特性との関連」(S)  三隅 一人（無所属／九州大学名誉教授）

総会（16:30～17:50） 

懇親会（18:00～）「筍の子」（松江市学園 2 丁目 23-8、0852-27-7855） 

会費：大学院生・学生 4,000 円、それ以外の方 6,000 円 
※懇親会にご参加の方は、https://x.gd/3Y7ZKt（←URL を短縮していますが「調整さん」です）を用いてお知ら

せください（ご参加の方のみで構いません）。人数の把握をできればと考えておりますので、ご協力お願いいた

します。上記「調整さん」を用いての申し込み締め切りは 6 月 30 日です。 

https://x.gd/e7YxN
https://x.gd/3Y7ZKt
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7 月 12 日（日） 
自由報告部会Ⅱ （10:00~11:30） 集会室 3・4（大学会館 2 階）＋オンライン 

※配信 URL は https://x.gd/e7YxN です。QR コードは→

1.「ハンセン病療養所附属看護学校への“越境入学者”の経験―インタビュー調査から」(S)

桑畑 洋一郎（山口大学） 

2.「限界集落は、何故消滅しないのか？Ｔ型集落点検は、何故ライブ会場と化すのか？―吉和調査から」(L)

徳野 貞雄（トクノスクール） 

閉 会 11:30 

●会場までの交通案内（https://www.shimane-u.ac.jp/nyushi/transport_access/campus_map/campus_map01.html より）

・大学までの地図

【空港より】

・出雲空港の場合：出雲空港連絡バスで松江駅まで約 35 分

・米子空港の場合：米子空港連絡バスで松江駅まで約 45 分

【JR 松江駅より】

＊松江市営バス

・北循環線内回り：島根大学前で下車。所要時間約 15 分

・島根大学・川津行：島根大学前で下車。所要時間約 20 分

＊一畑（いちばた）バス

美保関（みほのせき）ターミナル行：島根大学前で下車。所要時間約 20 分 

https://x.gd/e7YxN
https://www.shimane-u.ac.jp/nyushi/transport_access/campus_map/campus_map01.html

